2010参院選における民主党マニフェスト策定に当たっての意見

日本食品関連産業労働組合総連合会

(１) 税制

① 給付付き税額控除制度の導入、消費税改革の推進
　　格差社会の中で、国民への負担が大きい消費税増税の検討は慎重に行うべきです。

検討に当たって、消費税の持つ逆進性を緩和するための対応策と一体のものとして検討すべきです。具体的には、給付付き税額控除制度のみでなく、ヨーロッパ等で実施されている食料品に対する軽減税率等も含めて、幅広く検討すべきです。
　

② 個別間接税改革の推進、酒税・たばこ税

　　酒税・たばこ税は消費税との二重課税であり、他の税と比較としても不均衡があることから、二重課税の解消を求めます。
また、酒やたばこは嗜好品であり、財源不足になると常に増税の対象となってきました。仮に増税となる場合、労働者の雇用にまで影響が出ることが懸念されるとともに、税制を通じて企業の競争環境が変えられるなかで、これまでの企業努力が無になることにもなりかねません。

「健康に対する負荷」の考え方が明確になっていないなかで、財源不足の観点から「取りやすいところから取る」というような考え方で酒税・たばこ税を検討されることがあってはなりません。酒税・たばこ税の増税は庶民の暮らしを直撃する要素を強く持っています。

したがって、酒税・たばこ税のあり方については、その影響等を踏まえて慎重に検討すべきです。
(２) 農林水産

① 国家戦略目標としての食料自給率向上

　　食料安全保障を確保し、食料自給率向上に向けて取り組むためには、我が国の食品関連産業と農畜水産業の健全な発展が不可欠です。

食品関連産業が持続的に発展していくためには、原材料価格の高騰や生産コスト・製造コストの上昇を踏まえた食品価格への適切な転嫁が必要です。食品価格の下落が続けば、食品製造業の原料調達先はさらに安価な海外に流れ、結果として食料自給率を押し下げることにつながります。
主要農畜産物の生産数量目標を設定することにとどまらず、食品価格の安定という観点も含め、我が国の食品関連産業と農畜水産業の健全な発展を前提とした国家戦略としての食料自給率向上策を求めます。

② 食の安全・安心に関する行政組織の抜本的改革

　　食品安全委員会については、独立性の確保と人的強化を図りながら、「科学的知見」に基づいて客観的かつ中立・公正に評価を行うという役割を発揮できるよう機能の強化を求めます。
③ 食品表示の拡大等

　　食品表示の検討に当たっては、消費者が食品を購入する際に、食品の内容を正しく理解し、商品を選択したり、適正に使用したりするための表示はどうあるべきかという観点から検討すべきです。単に消費者の漠然とした不安に応えるという観点での見直しでは、消費者にとって意味のある表示にはつながりません。

また、原料原産地表示の拡大を求める消費者の声のなかには、「食の安全・安心」と表示の問題を混同しているおそれもあり、今後、「消費者にとって意味のある表示」とはどうあるべきか検討していくべきです。
合わせて、消費者にとってわかりやすい情報提供となるよう、現在のJAS法や食品衛生法等の複雑な食品表示関連法を一元的に見直す必要があります。

原料原産地表示の義務付け拡大は、食品関連産業にとって、以下のような問題があることを指摘します。
　１）頻繁な原材料産地の切り替えへの対応は、作業効率の低下・ラベルの無駄等による製造コストの増加につながり、特に中小企業の多い食品産業にとっては影響が大きい。
　２）表示ルールが煩雑となることで、誤った表示内容で出荷してしまうリスクが高まる。
３）表示ミスが発生すると、品質に問題がないにもかかわらず、回収・廃棄を余儀なくされたり、その後の販売にも影響が出ることが想定される。
(３) 経済産業

① EPA／FTA（経済連携協定／自由貿易協定）
　　EPA／FTA交渉の結果は、食肉・乳業・糖業等、食品関連産業や農畜水産業に多大な影響を及ぼします。交渉を進めるにあたっては、労働者の雇用・食料自給率・食料の安定供給等の課題を踏まえ、慎重に検討するよう求めます。
―以　上―
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